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幕
末
の
出
貿
易
論

一

足

+

巳

古
田

3
4

幕

末

出

貿

易

論

の

本

庄

栄

治

郎

鎖
国
を
以
て
原
則
と
せ
し
江
戸
時
代
に
於
て
外
国
貿
易
の
必

要
を
読
き
、
殊
に
積
桜
的
に
品
輸
出
貿
易
に
従
事
す
べ
き
こ
去
を

論
じ
た
本
多
利
明
の
卓
見
は
今
夏
説
く
ま
で
も
た
い
が
、
嘉
永

六
年
ペ
リ
I
来
航
以
後
、
開
園
の
問
題
が
焦
周
の
念
に
迫
れ
る

賃
際
問
題
と
し
て
探
り
土
げ
ら
れ
、
貿
易
を
許
存
す
る
の
設
が

多
〈
あ
ら
は
れ
た
が
、
更
に
進
ん
で
積
磁
的
に
向
貿
易
を
行
ふ

ぺ
し
と
の
意
見
も
ま
た
少
か
ら
や
存
し
た
。

こ
の
鄭
に
つ
い
て

は
私
は
既
に
本
誌
第
四
十
七
巻
六
日
現
所
載
の
「
幕
末
の
同
貿
易
」

に
於
て
嘉
永
六
年
八
月
二
十
九
日
の
彦
根
溝
の
上
蓄
を
設
き
、

降
っ
て
安
政
年
聞
に
つ
い
て
同
三
年
八
月
同
日
の
老
中
建
、
八

月
十
五
日
の
本
府
浦
賀
奉
行
同
箱
飴
奉
行

t
申
書
、
四
年
=
一
月

第
四
十
へ
巻

九

'、

第
六
時
副

C 
72 

の
海
防
掛
の
犬
日
付
目
付
上
申
書
、

ハ
リ
ス
の
所
謂
車
中
へ
事
何

申
出
に
叫
訓
ず
る
稲
井
落
・
徳
島
藩
・
鹿
児
島
藩
の
意
見
、
老
中

堀
田
疋
陸
の
意
見
等
を
掲
げ
、
更
に
高
延
元
年
三
月
以
降
の
外

岡
帥
六
日
付
申
目
付
・
勘
定
奉
行
現
勘
定
吟
味
役
・
外
岡
奉
行

町
奉
行
等
の
支
郡
へ
の
問
貿
易
に
闘
す
る
賛
成
意
見
を
筒
翠
に

且
佼
久
間
象
山
の

K
古
前
も
川
貿
易
の
利
低
を
託
け

潟
、
「
し
、

t
t
iー

る
僚
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
を
い
た

D

本
稿
に
は
以
と
の
外

の
一
川
貿
易
論
の
二
コ
一
を
紛
介
し
て
前
稿
の
拙
論
と
し
た
い
と
思

> ，。士益。
嘉
永
六
年
七
月
幕
府
は
米
国
の
図
書
を
示
し
て
之
に
封
ナ
る

各
方
商
の
意
見
を
求
め
た
が
、
t

麻
原
方
聞
に
於
て
も
積
桜
的
出

貿
易
の
意
見
を
述
ぺ
た
者
が
あ
る
。
そ
の
一
は
小
説
日
詩
組
勝
麟

太
郎
で
あ
る
。
そ
の
上
蓄
を
見
る
に
、
先
づ
海
岡
兵
備
の
要
は

軍
艦
製
造
忙
在
り
と
し
、
そ
れ
等
の
費
用
は
外
国
よ
り
得
る
所

を
以
て
、
即
ち
交
易
の
利
潤
を
以
て
之
に
充
首
す
べ
き
こ
と
を

論
じ
、
か
〈
て
大
船
竪
艦
出
来
の
上
は
出
貿
易
に
従
事
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
邸
ち
日
く



『
竪
畑
出
来
仕
凶
A
L
直
に
御
法
を
被
定
、
先
持
閥
他
廿
四
亜
之
遁
描
井

朝
鮮
向
此
方
よ
り
雑
穀
雑
貨
を
以
て
有
盆
之
品
と
交
易
盛
に
仕
凶
儀

に
御
座
川
印
。
知
斯
此
方
よ
り
問
張
仕
、
彼
方
止
参
り
凶
儀
を
止
め
川
仰

は
H

、
図
財
を
失
ひ
M

州
事
少
〈
尤
宥
盆
之
儀
と
奉
存
川
叩
0

初
之
程
航
海

不
練
鶏
之
内
は
洋
中
に
て
海
賊
井
外
閥
艇
の
矯
に
被
相
遣
、
叉
は
時

宜
に
よ
P
川
崎
は
ピ
被
打
沈
も
可
仕
凶
得
共
、
一
克
来
智
勇
万
邦
に
勝
れ

凶
日
本
に
御
座
川
町
問
、
右
に
て
却
て
誕
退
の
駈
引
持
崎
中
阜
等
も
資
地

を
以
て
暫
時
に
自
得
鼓
明
仕
可
申
と
奉
存
凶
』
云
々

叉
日
〈

「
交
易
を
許
し
軍
精
製
治
致
し
、
此
方
よ
り
も
彼
閥
へ
莱
入
交
易
を
致

L
M
亡
、
先
方
よ
ワ
比
グ
ヘ
ヰ
f

げ
焔
巾
間
放
様
成
計
悦
=
A
，

邸
ち
我
上
り
外
闘
に
交
易
し
て
、
彼
れ
よ
り
の
来
航
を
釘
絡
す

べ
し
と
し
て
ゐ
る
が
、

ζ

れ
が
軍
備
の
育
賓
と
胡
連
し
て
説
か

れ
て
ゐ
る
乙
と
は
勿
論
で
あ
る
。

突
に
同
じ
く
小
普
請
組
向
山
源
太
夫
は
嘉
永
六
年
七
月
の
上

書
に
於
で
米
閣
k

主
日
に
封
ず
る
寛
活
雨
様
即
ち
何
戟
南
方
面
の

方
策
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
彼
の
真
意
は
寧
ろ
開
岡
論
に
あ
っ
た

も
の

L
如
く
、
そ
の
交
易
策
の
論
議
に
於
で
通
交
正
市
は
岨
法

に
背
か
宇
と
し
、
長
崎
貿
易
の
法
を
用
ゐ
歩
、
幕
府
自
ら
貿
易

ず
る
の
法
を
立
つ
ぺ
き
こ
と
を
説
き
、
外
人
は
交
易
の
利
を
以

幕
末
の
出
貿
易
論

て
闘
を
立
て

L
ゐ
る
。
交
易
の
利
は
同
士
の
攻
略
よ
り
も
大
柄
、

あ
り
、
互
市
を
措
い
て
富
岡
強
兵
の
策
友
し
と
し
て
ゐ
る
が
、

彼
も
亦
同
貿
易
の
と
と
に
論
及
し
て
ゐ
る
。
印
ち
日
く

『
万
闘
と
交
易
さ
へ
致
し
り
得
は
金
銀
百
貨
は
白
花
に
成
候
事
に
候
。

借
此
方
、
ho
も
航
海
し
て
通
商
を
逸
ら
れ
ゆ
は
L

何
口
聞
を
被
泣
凶
て
も

背
し
か
る
主
し
〈
同
得
共
、
此
儀
は
別
て
大
業
に
て
昨
今
の
論
に
は

難
行
届
』
一
耳
々

と
し
、
彼
方
上
り
来
り
且
従
易
ず
る
場
合
H
H

米
穀
の
外
は
何
口
問
宇

渡
す
も
者
支
な
し
と
ま
で
論
じ
て
ゐ
る
。
ま
た

一
「
従
来
御
式
術
十
分
に
相
劫
」
川
刊
は

L
A

此
方
よ
航
海
遁
版
も
川
川
被
途
、
御

使
(
使
か
)
に
被
差
遣
以
義
も
白
北
に
で
末
々
J

副
大
立
御
僻
闘
に
も
思

召
之
憧
に
可
ト
骨
之
』

と
い
ひ
、
山
貿
易
が
将
来
の
閥
際
閥
係
の
設
展
に
資
ず
る
所
以

左

る

こ

と

を

説

い

た

。

一

更
に
幕
府
儒
者
古
賀
高
一
郎
は
、
米
間
よ
り
岡
山
骨
の
返
助
か
を

受
取
り
に
来
ら
ざ
る
う
ち
に
此
志
よ
り
返
事
を
興
へ

『
豆
腐
の

趣
、
新
政
事
故
各
闘
に
告
げ
篤
と
吟
味
の
上
左
ら
で
は
挨
拶
に

難
及
.
何
れ
年
数
可
相
立
問
符
居
候
様
市
遣
し
、
此
方
十
分
整
に

て
大
舵
二
般
を
以
、
諸
蕃
へ
此
方
上
り
渡
海
交
易
致
し
、
時
務

に
随
び
闘
径
を
得
候
位
に
御
開
成
を
可
一
不
侯
』
と
い
ひ
、
山
向
貿

第
四
十
八
巻

第
六
貌

O 
七
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幕
末
の
由
貿
易
論

日
却
を
認
め
て
ゐ
る
。

中
ー
に
幕
距
(
?
)
山
本
疋
七
郎
の
同
年
七
八
月
頃
の
上
脊
に
は

交
易
を
勅
む
る
彼
の
五
一
口
に
現
あ
り
と
し
、
米
開
聞
に
併
合
ふ
る
案
と

し
て
は
我
凶
は
外
凶
貿
易
ぞ
行
は
?
と
も
事
献
〈

b
Mり
で
は
な

い
が
、
交
易
を
許
す
揚
品
目
は
=
波
泊
の
舶
を
山
内
つ
の
み
に
て
は

伽
…
詮
古
事
、
此
所
よ
り
も
時
に
波
栴
致
し
相
圧
に
往
来
す
寸
し
」

と
論
じ
て
ゐ
る
が
、
然
し

『
日
本
は
大
洋
ヘ
渡
る
べ
き
舶
な
〈
、
貴
闘
は
舶
の
上
て
は
日
本
の
及

は
ね
所
な
れ
ぽ
、
今
賞
鴎
の
用
る
所
内
火
輸
加
草
加
の
み
阿
般
も
交

易
の
手
始
に
申
請
度
、
其
代
り
に
は
此
に
有
u
M

は
申
旨
に
任
せ
相
詮

る
べ
く
、
左
す
れ
ば
速
に
交
易
許
枠
致
可
申
と
先
難
題
被
仰
遣
、
異

人
申
旨
に
随
ひ
候
て
僻
へ
発
越
凶
得
《
能
々
異
人
に
立
交
り
飛
な
ら

ひ
置
、
其
上
彼
岡
へ
往
来
し
、
土
地
人
民
自
風
を
も
能
々
見
札
し
置

凶
ヘ
バ
向
後
破
談
争
鞍
之
棚
、
一
助
に
も
可
相
成
、
文
火
輪
艇
は
異

闘
に
も
数
多
〈
無
之
品
故
、
主
用
品
時
粂
川
咋
趣
申
凶
待
は
、
然
は
此
園
に

で
も
大
洋
を
粧
す
へ
き
舶
の
出
来
る
迄
は
通
商
主
義
は
不
相
成
、
夫

迄
二
三
年
の
間
相
待
可
申
、
此
方
舶
に
で
も
用
意
相
調
川
上
、
是
よ

り
沙
汰
に
及
へ
〈
旨
被
仰
遺
同
、
其
内
に
此
方
に
で
も
軍
般
蒸
海
側

等
之
知
数
多
〈
捺
置
、
(
中
略
)
其
上
に
て
誠
に
止
事
を
得
ぎ
る
時
は

正
ヶ
年
成
と
も
趣
向
御
発
許
し
御
試
有
へ

L
、
掬
々
此
困
の
不
時
同
に

も
候
は
λ

其
時
断
候
一
も
安
f
』
云
々

第
四
十
八
巻

九
八
凶

第
六
披
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と
あ
っ
て
、
出
貿
易
論
は
一
種
の
方
使
に
使
は
れ
て
ゐ
る
感
が

あ
り
、
出
貿
易
の
必
要
が
痛
切
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
の
加

く
で
あ
る
が
、

と
に
か
く
同
貿
易
に
胸
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
油
世

よ
り
わ
来
献
を
待
ち
て
後
貿
易
す
る
考
印
、
印
刷
貿
易
論
よ
り
は

一
歩
進
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
之
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

同
年
八
周
一
一
十
九
日
の
湾
祝
一
瀦
主
升
伊
げ

-mo上
誌
は
出
品
印

舶
の
復
興
を
設
き
、
我
上
り
機
先
を
制
し
て
問
貿
易
に
従
事
す

べ
き
と
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
J

と
れ
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
所
で
あ
る
か
ら
今
は
省
略
す
る
c

{
文
政
四
年
十
月
ハ
リ
ス
が
所
前
東
大
事
件
の
隙
蓮
を
な
す
や

之
が
賛
否
の
意
見
と
共
に
山
山
貿
易
に
闘
す
る
意
見
が
多
く
幕
府

有
司
の
聞
に
行
は
れ
た
が
、
之
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
所
で

あ
る
か
ら
今
は
省
略
に
附
し
、
誌
に
は
蔦
延
文
久
頃
に
あ
け
る

出
貿
易
に
闘
す
る
意
見
の
二
一
を
粕
介
し
ゃ
う
。

横
井
小
摘
は
高
延
元
年
一
岡
是
三
論
」
を
草
し
そ
の
中
の
一
論

た
る
一
宮
岡
論
」
に
は
開
国
間
交
易
の
必
要
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
吏

に
進
ん
で
度
舷
=
一
年
の
松
平
春
出
掛
へ
の
建
討
に
於
て
、
交
易
に

犬 H本古文書前揚巻一、 772-3頁
同J:巻二、 257頁
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ょ
っ
で
夜
闘
が
大
利
を
得
る
者
友
き
は
-
我
よ
り
外
閣
に
乗
り

出
さ
ピ
る
の
大
弊
』
な
り
と
し
、
出
貿
易
の
必
要
と
、
海
外
へ

商
館
を
建
て
内
地
に
商
枇
を
設
く
べ
き
こ
と
を
設
い
た
。
と
の

射
に
つ
い
で
は
既
に
本
誌
第
四
十
八
巻
三
続
「
横
井
小
楠
の
経

品
川
思
想
」

に
於
て
之
を
論
じ
た
底
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
参
照

さ
れ
た
い
。

佑
久
目
的
県
山
も
山
岡
井
小
楠
と
同
じ
く
始
め
は
擬
古
河
論
を
唱
へ

後
に
悶
悶
論
に
肺
門
H
〕
た
許
で
あ
る
が
、

『

1
J

K
於
て
ド
凶
作
市
川
闘
が
貿
易
の
利
止
以
て
関
代
J
-
レ
ハ
百
円
心
中
ぷ

丈
久
一
一
年
九
月
の
上
主
日

き
た
る
後

『
依
て
愚
意
奉
存
候
に
は
是
迄
の
御
舎
計
に
械
怨
立
置
、
別
に
事
、
b
西

洋
の
貿
易
理
財
の
術
御
取
用
ひ
、
御
老
中
様
の
御
内
に
て
其
御
掛
り

被
岱
定
、
公
偽
御
船
を
以
て
其
御
定
額
を
も
被
忽
立
、
不
断
御
闘
を

始
め
五
世
界
を
往
来
し
て
彼
民
と
貿
易
し
、
其
御
出
方
を
以
て
防
海

の
入
費
外
務
御
接
待
の
御
用
途
に
被
活
者
品
度
時
間
と
来
存
保
=

と
い
ひ
、
軍
備
海
防
等
外
岡
事
件
の
た
め
掛
川
犬
ぜ
し
経
費
は
外

園
よ
り
得
た
る
利
徒
を
以
で
之
に
煮
つ
べ
き
も
の
と
し
、
遊
民

を
し
て
工
峨
に
就
か
し
め
、
力
部
十
・
器
壌
を
輿
し
工
作
場
伊
一
関

き
、
物
産
の
事
を
明
か
に
し
て
遺
財
を
牧
め
、
そ
の
貨
物
と
共
に

幕
末
の
間
貿
易
論

般
に
積
み
て

「
五
位
界
に
御
通
商
御
座
伎
は
ピ
英
大
の
御
利
分

に
で
、

防
海
其
外
の
御
用
途
に
随
分
御
徐
計
可
有
御
座

共
徐

計
を
以
て
盆
ミ
御
園
力
を
被
筏
娠
候
様
被
団
崎
勉
候
は
ぜ
上
様
忠

召
通
り
五
段
界
第
一
等
の
御
弧
閣
と
相
成
候
は
ん
事
、
年
を
教

へ
て
可
奉
待
儀
と
山
本
存
仲
間
』
と
断
じ
て
ゐ
る
。

(
註
)
「
日
本
絹
擁
護
書
一
第
三
十
二
巻
、
近
世
枇
曾
経
済
準
設
大
系
「
佐

久
間
象
山
集
」
等
に
こ
の
土
舎
を
嘉
永
一
一
一
平
正
せ
る
は
丈
久
二
年

の
設
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
中
に
丈
久
二
年
間
八
月
の
多
親
交
代
制

度
改
正
の
と
と
を
論
ザ
る
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
り
、

I
L
L
は
色
つ

]一一一
τ
u

沼

:
u
-
し

J
b
ι
一
い
え
j
に
に
:
ド

f
b
つ
亡
、
一
」
唱
に
三
一
卜
~
L

f
t
z
t
x
-
t

…

t
i
-
-
1
3
J
f
二
p
j
J
~
6
t
r
i
l
l
J
i

ら
ば
白
骨
戊
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
九
平
十
月
刊
行
「
象
山
全

集
」
第
二
巻
に
は
丈
久
二
午
九
月
の

k
書
と
し
て
と
を
牧
錯
し
て

ゐ
る
。

治
法
に
附
一
一
一
日
ず
べ
き
こ
と
は
、
女
久
一
花
年
千
億
・
山
石
倉
南
少

将
が
勅
旨
を
奉
じ
て
江
戸
に
降
り
、
久
此
・
安
藤
雨
老
中
に
命
日

見
壮
一
し
際
の
間
体
で
あ
る
が
、

ぞ
れ
は
雨
少
将
か
ら
の

『
交
一
易

以
来
何
等
か
閣
俗
と
左
り
た
る
こ
と
あ
り
や
、

又
は
物
岡
山
騰
貴

の
み
な
り
や
、
得
欠
如
何
」
と
の
阿
に
到
し
て
、
雨
老
中
よ
り

は
『
従
来
の
委
に
て
は
園
銃
と
左
る
こ
と
少
き
や
う
に
開
ゆ
れ

ど
も
、
西
洋
各
閣
へ
航
海
を
許
し
、
我
よ
り
進
ん
で
多
数
の
枯

第
四
十
八
巻

九
八
五

第
六
競

C 
Tじ
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幕
末
の
出
貿
易
諭

舶
を
渡
航
せ
し
め
及
ぼ
闘
益
を
生
十
ぺ
き
は
必
定
友
る
の
み
友

ら
宇
、
外
国
の
事
情
を
も
知
悉
す
る
と
と
を
得
て
稗
谷
す
る
所

砂
か
ら
ざ
る
ペ
し
』
と
答
へ
た
と
い
ふ
ζ

と
で
あ
る
が
、
之
は

幕
府
に
於
て
既
に
山
内
貿
易
の
必
要
を
認
め
て
ゐ
た
と
と
を
示
す

も
の
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。

i~~!1 

以
上
幕
末
出
貿
易
に
闘
す
る
意
見
を
述
べ
た
が
、
官
時
に
於

て
は
開
園
貿
易
が
、
既
に
進
歩
的
の
見
解
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り

も
更
に
進
ん
だ
間
貿
易
の
意
見
が
主
要
在
る
意
義
を
有
す
る
こ

と
は
い
ふ
迄
も
た
い
。
而
し
て
そ
れ
等
の
意
見
が
(
ご
ベ
リ

1

来
航
、

ハ
リ
ス
の
軍
大
事
件
陳
述
と
い
ふ
如
き
事
件
を
契
機
と

し
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
特
に
多
き
こ
と
(
一
一
)
撃
者
の
議
論
が
大

憶
に
於
て
抽
象
的
一
般
的
出
貿
易
論
で
あ
る
に
針
し
て
、
幕
府

有
司
の
意
見
が
支
那
へ
の
出
貿
易
と
い
ふ
如
き
具
鰐
的
特
定
的

出
貿
易
論
に
護
展
し
て
来
た
こ
と
。

と
の
と
と
は
本
稿
に
は
述

ぺ
友
か
っ
た
が
、
前
稿
に
述
べ
た
幕
府
有
司
の
諸
意
見
を
通
観

す
る
に
、
何
れ
も
香
港
・
上
海
佐
一
寸
へ
商
舶
を
派
遣
す
べ
し
と
し
、

箱
館
奉
行
の
如
き
は
黒
龍
江
貿
易
を
も
上
申
し
て
ゐ
る
有
桜
で

第
四
十
八
巻

第
六
競

O 

九
八
六

あ
り
、
支
那
へ
の
山
内
貿
易
を
以
て
「
時
勢
至
首
の
儀
』
た
り
と
し

て
ゐ
る
。
勿
論
貿
易
の
発
展
の
み
た
ら
宇
、
之
に
よ
っ
て
軍
備

の
充
賞
邸
ゆ
り
海
軍
の
鎖
充
に
資
せ
ん
と
す
る
考
も
あ
っ
た
と
と

は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
(
一
二
)
共
後
文
久
元
年
乃
至
コ
一
年
に
於

て
盟
…
龍
江
貿
易
一
及
上
海
貿
易
が
箱
飴
奉
行
又
は
幕
府
の
子
に
よ

っ
て
野
明
ー
た
と
J
は川山加山
L
E
卒
狩
と
の
闘
聯
を
示
す
も
の
と

し
で
も
、
ま
た
貿
易
自
慌
の
妥
展
よ
り
見
て
も
注
意
す
べ
き
こ

と
で
る
ら
ろ
。
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